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Abstract: We conducted a high resolution gravity survey in southern part of Yokosuka City. There are 
some active faults: the Kinugasa fault, the Kitatake fault and the Takeyama fault. Relative gravity mea-
surements were  conducted at an interval of 50 m over 5 km to obtain bouguer gravity anomalies.
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要　旨

　神奈川県横須賀市における三浦半島断層群分布地域

において重力探査を行った．調査地域には衣笠断層・

北武断層・武山断層が分布している．本調査では，横

須賀市南部地域の約 5 km の測線において約 50 m 間隔

で重力探査を行い，ブーゲー異常分布を得た．

1.　はじめに

　神奈川県三浦半島には半島を西北西－東南東方向

に横切る 5 つの断層帯が存在し（第 1 図），北から

順に衣笠断層（Kaneko，1969）・北武断層（Kaneko，
1969）・武山断層（Yamazaki，1926）・南下浦断層（杉村，

1964）・引橋断層（Kaneko，1969）と呼ばれ，これらは

すべて上下変動を伴う右横ずれを主体としている ( 江

藤ほか，1998）．三浦半島断層群とも呼ばれるこれらの

断層を境に，新旧の地層境界や地形境界がつくられ，

谷や尾根などは右に屈曲している（横須賀市，2000；
地震調査研究推進本部，2002）．三浦半島断層群のうち，

衣笠断層・北武断層・武山断層の 3 断層は三浦半島断

層群主部（地震調査研究推進本部，2002）あるいは三

浦半島北断層群（神奈川県，2001）と呼ばれている（本

報告書では三浦半島北断層群とよぶ）．東日本大震災を

踏まえて国がまとめた「首都直下地震の被害想定と対

策について」では，三浦半島北断層群が活動する可能

性が指摘されている（中央防災会議，2013）．また，こ

れらは人口集中地域を横切っており，断層が活動した

際に周囲の建造物に大きな被害を与えることが予想さ

れる．

　本調査は，三浦半島北断層群の分布地域である神奈

川県横須賀市の南部地域（久里浜・野比・長沢地域）

において約 50 m 間隔の重力探査を実施することで，断

層付近においてより詳細なブーゲー異常分布を得るこ

とを目的とした．

2.　重力探査測線について

　第 2 図は，本調査における重力探査測線である．測

線の南西端（測線距離 0 m 地点）は，横須賀市長沢

の京急長沢駅から海岸沿いの国道 134 号に出た場所で

ある．都市圏活断層図（渡辺ほか，1996）等の資料で

は武山断層は本測線までは達していないが，神奈川県

（2001）では武山断層の延長部が第 2 図の赤丸で示した

位置の付近を通ると解釈している．134号を北東に進み，

海岸線を離れ野比橋を渡ると野比に入る．京急久里浜

線に並行して北東へ 1 km 進むと北武断層を境に隆起

した丘陵地が正面に見える．道路は丘陵の手前で東側

にカーブし，丘陵を左手にしばらく進んだ後に北に向

かって再びカーブし丘陵を上る坂に入る．ここで，第 2
図に示した青丸付近で北武断層の推定位置を通過する．

その後，坂を上りながら幹線道路を進むと測線におけ

る標高の最高点（標高約 50 m）に至り，そこからは約

800 m 続く下り坂となる．横須賀市立神明中学校とその

先の横須賀市立神明小学校との間が第 2 図の緑丸の地

点で，ここが衣笠断層の推定位置となる．小学校を通

り過ぎると久里浜の市街地に入る．約 1 km 進んで市街

地を抜け，平作川を渡ると県道 210 号に入り，600 m 程

進んだ先が本測線の北東端となる．

　都市圏活断層図（渡辺ほか，1996）を参照すると，

重力探査測線には上記の主断層以外にも衣笠断層と北

武断層の派生断層などが存在する．本研究では衣笠断
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層の派生断層については衣笠 A，北武断層の派生断層

についてはそれぞれ北武 A，北武 B と呼称する（詳細

な位置は第 2 図を参照）．

第 3 図は，産業技術総合研究所地質調査総合センター

（2013）の日本重力データベースにおける 500 m 間隔

のグリッドデータによって作成された三浦半島周辺の

ブーゲー異常マップデータである（ブーゲー補正密度：

2,000 kg/m3)．また，第 3 図を元に本調査の重力探査測

線におけるブーゲー異常分布を示したのが第 4 図であ

る．第 4 図を参照すると，ブーゲー異常は測線南西端（測

線距離 0 m 地点）で約 26.9 mGal を示し，測線距離 3,300 
m 付近にかけて増加し，約 32.2 mGal のピークとなる．

ピークを過ぎてからはブーゲー異常は減少し，測線北

東端で約 26.0 mGal となっていた．ブーゲー異常のピー

クが丘陵の北側の平地との境界付近，つまり衣笠断層

の推定位置付近に存在することが特徴的である．

3. 調査方法

重力探査は 2017 年 6 月 26 日～ 6 月 29 日の 4 日間実

施し，合計 97 測点で重力測定及び測位を行った．重

力測定には LaCoste&Romberg 社製の G 型陸上重力計

G911（公称測定精度 0.01 mgal）を用いた．測位には，

Topcon 社製の GNSS 受信機 GRS-1 によるネットワーク

型 RTK 測量（VRS 方式）を実施し，重力補正の際に必

要な観測点の座標と標高を得た．

重力調査を行う際，その前後に京急 EX イン横須賀

リサーチパーク駐車場の重力基点（北緯 35°13.32132′，
東経 139°40.54098′）で重力測定を行い，毎回のドリフ

ト量を求めた．この重力基点は，2017 年 7 月 11 日に

第 1 図　三浦半島断層群概略図．基図は国土地理院の 5 m メッシュ数値標高モデル（2007 年及び 2009 年実施の航空レーザー
測量成果）より作成．各断層帯の主断層位置（赤線）は渡辺ほか（1996）に基づく．

Fig.1       Index map of active faults in Miura Peninsula. Basemap is based on the 5 m elevation model of Geospatial  Authority of Japan. 
               Red lines indicate main faults in the Miura Peninsula (Watanabe et al.(1996)). 
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敷地内の電子基準点と同位置（北緯 35°9.65209′，東

経 139°36.83025′）の既知の重力基点（絶対重力値：

979948.690 mGal）との間で 2 度の閉塞測定を行い，絶

対重力値として 979765.966 mGal を得た．

　次に，測点における読取値に対する補正を行っ

た．補正は地質調査所の重力補正標準手順である

SPECG1988（地質調査所重力探査グループ，1989）を

基本とするもので，測点における重力計読取値に前処

理として器械高補正・潮汐補正・ドリフト補正を行っ

て求めた重力値に対し，緯度補正・フリーエア補正・

大気補正・ブーゲー補正・地形補正を行うことでブー

ゲー異常を得た．なお，地形補正は村田泰章氏（産総研）

が基盤地図情報（数値標高モデル 5 m）（国土地理院），

陸域観測技術衛星「だいち」標高データセット（30 m
メッシュ版）（宇宙航空研究開発機構），数値地図 50 m
メッシュ（標高）（国土地理院），海底地形デジタルデー

タ M7000（日本水路協会），500 m メッシュ水深データ

（日本海洋データセンター），日本近海 30 秒グリッド水

深データ（日本水路協会）を用いて作成した 30 m メッ

シュ標高データ及び補正の実行プログラムを用いた．

ブーゲー補正及び地形補正に用いるブーゲー補正密度

（陸域表層の仮定密度）は，牧野・遠藤（1999）による

F-H相関法によって検討し，2,000 kg/m3
という値を得た． 

4. ブ－ゲー異常結果

本調査で得られたブーゲー異常結果を第 1 表及び第

5 図に示す．本研究の重力探査におけるブーゲー異常

は，測線南西端（測線距離 0 m）で 26.3 mGal を示し，

北東に向けて約 2.0 mGal/km の勾配で増加して測線距

離 3,500 m 付近で高重力異常のピークとなっていた．測

線距離 3,500 m 付近から測線北東端にかけては約 -5.5 
mGal/km の勾配でブーゲー異常が減少し，測線北東端

で 25.9 mGal となった．

本研究のブーゲー異常結果（第 5 図）と産業技術総

合研究所地質調査総合センター（2013）によるブー

ゲー異常（第 4 図）を比較したのが第 6 図である．こ

の図をみると，本研究の重力探査で得られたブーゲー

異常分布が産業技術総合研究所地質調査総合センター

（2013）のブーゲー異常分布と大局的に調和しているが，

細部では一致していないことも確認できる．特に，測

線距離 1,300 m 付近と，2,500 m 付近，及びブーゲー異

常のピークである 3,300 m 付近では不一致が顕著であ

る．

第 7 図は，第 6 図と重力探査測線付近の断層分布を

第 2 図　重力探査測線図（基図は渡辺ほか（1996））．
武山断層推定位置（赤丸），北武断層推定位置（青丸），衣笠断層推定位置（緑丸），重力基点位置（二重丸）． 

Fig.2        Gravity survey line. 
Red circle : The cross point of the Takeyama fault and the survey line. Blue circle : The cross point of the Kitatake fault and the
survey line. Green circle : The cross point of the Kinugasa fault and the survey line. Double circle : The base station of the 
gravity survey.
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第 3 図　三浦半島における広域ブーゲー異常図．
産業技術総合研究所地質調査総合センター（2013）に加筆，修正．図中の赤線は断層を，黄三角は重力測点を示す． 

Fig.3   　Bouguer gravity anomaly map of the Miura Peninsula after GSJ (2013).
Red lines : Faults. Yellow triangles : gravity stations.

第 4 図　重力探査測線におけるブーゲー異常（産業技術総合研究所地質調査総合センター（2013））． 
Fig.4　 　Bouguer gravity anomaly on the survey line after GSJ (2013). Assumed density is 2.000 kg/m3.

Red line: Bouguer gravity anomalies on the surver line. Green triangles : Heights.
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比較したものである．この図によると，前述したブー

ゲー異常の不一致が顕著な箇所は，武山断層から北武

断層の派生断層（北武 B）にかけての区間，北武断層，

及び衣笠断層の位置と調和していることがわかる．本

調査では約 50 m 間隔で重力測定を行っており，断層に

よって生じる上下変位によるブーゲー異常の変動もこ

のように詳細に捉えることができたと考えられる．

5. 結　論

　本研究の重力探査で得られたブーゲー異常分布は，

産業技術総合研究所地質調査総合センター（2013）の

ブーゲー異常分布と大局的には調和した．しかし，細

部を観ると一致しない場所も存在し，三浦半島北断層

群の主断層との関連性が考えられた．今後，三浦半島

北断層群を横切るような複数の探査測線において重力

探査を行えば，断層群によって生じる地盤の上下変位

と，それによって生じるブーゲー異常の起伏とを関連

付けることに繋がり，より詳細な断層群の分布の把握

に貢献することが可能であると考える．
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第 5 図　重力探査測線におけるブーゲー異常分布．（ブーゲー補正密度：2,000 kg/m3
）

Fig.5          Bouguer gravity anomalies on the survey line of this study. Assumed density is 2.000 kg/m3.

第 6 図　本調査におけるブーゲー異常結果と既存のブーゲー異常値（産業技術総合研究所地質調査総合センター，2013）
の比較．

Fig.6       Comparison of Bouguer gravity anomalies (Blue circles : Bouguer gravity anomalies of this study. Red line : Bouguer gravity
anomalies of the pre-existing data (GSJ, 2013)).
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第 7 図　重力探査測線周辺の断層分布及び地質図と本研究のブーゲー異常．

　（a）重力探査測線図（江藤ほか（1998） に加筆，修正）．

（b）ブーゲー異常分布（青丸），産業技術総合研究所地質調査総合センター（2013）のマップデータにおける重力

異常分布（赤線），観測点標高（緑三角）．
Fig.7         Geological map of the survey area and bouguer gravity anomalies of this study.

(a) Gravity survey line of this study. Base map is Eto et al. (1998).
(b) Bouguer gravity anomalies (Blue circles : Result of this study, Red line : Pre-existing data (GSJ, 2013) and elevations   
(Green triangles).




